
１　施設の概要

２　施設の利用状況

３　指定管理者の概要

人

事業の実施状況

１．施設の利用の許可に関する業務・施設利用料の徴収

２．施設及び設備の維持管理に関する業務・施設及び付属施設の維持管理及び修繕
    建物及び敷地内の清掃

職員の配置状況

常勤
正規職員、フルタイム等

非常勤
嘱託・臨時職員、パート等

常勤の内訳

15
(A)１1､(B)4

人
10

(A)3､(B)7

指定管理者の業務内容
（１）施設利用の許可に関する業務
（２）施設及び設備の維持管理に関する業務

1 日 ～ 令和 5 年指定期間 平成 30 年 4 月

指定管理者

名称 佐賀玄海漁業協同組合

所在地 唐津市海岸通7182-233

代表者 代表理事組合長　川嵜　和正

3 月 31 日

人 人 人 人

人
購入者は、全体的に若干の減少となってい
るものの、来場者は増加しており、売上の
増加につながっている。

交流館 17,222 人 18,021 人 17,995 人 18,594 人
観光客等からの認知度も徐々に上がってき
ており、利用人数の伸びにつながった。開
館以来一番多い利用者となった。

特産品等展示販売店
購入者数（来場者
数）

(222,827) 111,388 人 (236,055) 100,934 人 (205,727) 95,822 人 (224,092) 94,853

（A)3月～11月　10:00から19:00
　　12月～2月　10:00から18:00
（B）9:00から20:00

説　明 平成 27 年度 平成 28 年度 利用状況の傾向と増減の要因年度 平成 29 年度 平成 30

開館日
（A）1月3日から12月31日
（B）1月3日から12月30日

開館時間

施設名
唐津市呼子台場都市漁村交流施設
（A）特産品等展示販売店　（B）交流館

所在地 唐津市呼子町呼子1740番地11

設置目的
漁業漁村の資源を活用し、魚食普及及び水産物消費拡大の取り組みなど、都市住民と漁村
の人々との交流を通じて、水産物の振興に資するとともに、地域の情報発信及び地元住民
の交流の場を提供することで漁村地域の活性化を図る。

指定管理者モニタリング評価シート

評価対象年度： 平成 30 年度

施設所管課　： 水産 課

1



４　収支状況 単位：円

収支 75,317 -1,768,592 1,843,909

利益配分額 37,658 0

うち自主事業に伴う
経費

施設使用料 (h)

その他支出 (i) 47,432,333 43,653,138 3,779,195

事務費 4,201,804 4,241,932 -40,128

その他 6,550,260 6,638,309 -88,049

事業費 (g)

広告宣伝費 1,850,220 1,921,360 -71,140

委託料（再委託） 1,868,788 2,514,223 -645,435

保険料 337,516 118,733 218,783

施設管理費 (f) 29,885,386 28,681,020 1,204,366

光熱水費 12,347,326 11,574,705 772,621

修繕費 2,729,472 1,671,758 1,057,714

その他収入 (d)

支　出 (e)+(f)+(g)+(h)+(i) 119,482,763 114,582,730 4,900,033

人件費 (e) 42,165,044 42,248,572 -83,528

事業収入 (c) 89,781,520 83,002,536 6,778,984

自販機等売上 668,269 723,586 -55,317

商品売上 87,791,884 81,419,102 6,372,782

手数料収入

その他 1,321,367 859,848 461,519

収　入 (a)+(b)+(c)+(d) 119,558,080 112,814,138 6,743,942

指定管理料 (a) 22,375,000 22,480,692 -105,692

利用料金収入 (b)
　※利用料金制の場合のみ

7,401,560 7,330,910 70,650

平成30年度 平成29年度
増減額

決算額 決算額
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５　項目別評価

1 業務の履行状況

 (1) 運営業務（全般）

 (2) 維持管理業務

再委託先からの業務報告を受けるなど、履
行状況を適切に管理しているか。 適 適

B

清掃、警備、衛生管理その他施設管理に必
要な業務を適切に行っているか。 B B

①維持管理

省エネルギー、省資源など環境への配慮が
なされているか。 適 適

施設や設備、備品等の保守管理（点検や修
繕等）を適切に行っているか。 B

②再委託

再委託にあたり、事前に契約方法及び契約
事項を市に報告しているか。 適 適

⑥個人情報保護

個人情報保護に関する法令等を遵守してい
るか。 適 適

施設利用者等の個人情報の漏洩、滅失等の
事故防止策を講じているか。 適 適

適 適

③管理記録
業務日誌等を適切に記録し、保管している
か。 適 適

適

緊急時の連絡体制、マニュアルを整備し、
定期的に研修、訓練等を行っているか。 B B

⑤危機管理

基本協定に定めるリスク分担に従い、適切
な対応を行っているか。 適 適

緊急時に直ちに措置を講じ、市に報告を
行ったか。 適

④連絡調整

協定書等に定めた各種報告書を、期限内に
市に提出しているか。 適 適

市や関係団体等との連絡調整を適切に行っ
ているか。

従業員の資質向上のための指導、研修等を
適切に実施しているか。 B B

②人員体制

施設の管理運営に必要な資格、経験等を有
する人員が過不足なく配置されているか。 適 適

従業員の労働条件は適正であるか。 適 適

施設の利用者数、稼働率を適切に管理して
いるか。 適 適

①運営管理

条例、協定書等に従い、開館日、開館時間
等を遵守しているか。 適 適

使用料または利用料金の徴収、減免手続き
等を適切に行っているか。 適 適

評　価　項　目
自
己
評
価

市
の
評
価評 価 の 視 点
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2 サービスの質

 (1) 運営業務（利用者対応、情報発信等）

 (2) 事業実施状況

 (3) 地域貢献

3 継続性・安定性

 (1) 運営業務（経理事務、予算執行等）

 (2) 収支状況

※ 上記の評価項目、評価の視点は標準的なものであり、施設の特性に応じて調整（追加、削除）を行うこととする。

①経費縮減
施設の管理運営に係る経費が縮減されてい
るか。（経費削減に努めているか。） B B

③取引状況
取引先等の関係業者との関係は良好である
か。 適 適

③収支状況
収支予算書と比較して、収支状況は妥当で
あるか。（目標を達成しているか。） B B

②収入増加
収入増加のための取り組みがなされている
か。 A B

A

地元事業者からの物品調達など、地元を活
用した運営がなされているか。 B A

B

②予算執行
収支予算書の範囲内で適正に予算を執行し
ているか。 適 適

①経理事務
専用口座、帳簿等を備え、指定管理業務に
係る経理区分が明確に整理されているか。 適 適

各種媒体を利用し、事業、イベントの開催
案内等の広報を適切に行っているか。 A B

B

④施設の
　利用状況

施設の利用者数、稼働率等に関する目標を
達成しているか。 B B

①地域貢献

地元雇用を積極的に行っているか。 適 適

地域の意向に沿った運営や、地域活動への
参加・協力を行っているか。

①事業実施状況

事業計画に定めた事業を適切に実施してい
るか。 適 適

施設の設置目的に沿った自主事業を実施
し、市民サービスの向上が図られたか。 B

⑤情報発信

利用者の利便性向上のため、ホームページ
等の更新、管理を適切に行っているか。 適 適

A

③利用者
　アンケート

適切な利用者アンケート調査を実施し、そ
の結果が良好であるか。 B B

利用者アンケートの結果に基づき、適切な
改善策を講じているか。 B

②苦情等対応

要望、苦情等を整理し、遅滞なく市に報告
しているか。 適 適

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応
しているか。 B B

適

施設利用者への言葉使い、態度、服装等、
接遇が適切であるか。 適 適

①利用者対応

施設利用者に対して、設備、備品等を適切
に提供しているか。 適 適

施設の利用許可、案内等を迅速かつ適切に
対応しているか。 適
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６　総括評価及び総合評価

B

総
括
評
価

1 業務の履行状況 B 指定管理者の管理運営に対する評価・コメント

2 サービスの質 B 　唐津市呼子台場都市漁村交流施設は、施設の設置目的を十分把握し、条例、規則等を遵
守し、概ね協定書、仕様書、事業計画書に定める水準の運営がなされている。
　「特産品等展示販売館(大漁鮮華）」では、購入者は若干減少しているものの、収入は増
加傾向にあり、呼子イカを始めとする多種多様な鮮魚販売に力を入れることや、お中元、
お歳暮商戦への自主事業を積極的に実施し、収入増加への取り組みについては評価でき
る。
　「交流館（台場の湯）」の利用者数は年々増加し、地元の固定客の他、口コミやPR活動
により観光客等からの認知度が上昇した結果が出始めている。

3 継続性・安定性 B

総 合 評 価
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